















１ 一般外科 general surgery
ここでは毎日手術を見学させていただきました。消化管
チーム、肝・胆・膵チーム、甲状腺チーム、胃チーム、乳
房チーム、といった感じでチーム分けされて大体４～５列
並行でオペが行われていました。基本的にはオペ室の中を
自由に移動しながら見たいオペを見学し、一日に一回は手
洗いをして手伝いをさせていただきながら実習をする日々
でした。
外科を選択して良かった点は、やはり沢山の症例数に触
れることができた点です。一日の中で手術の予定がびっし
り詰まっているため（一般外科だけで２０件ほど）、手術の準
備や後片付けがテキパキ行われていたように感じました。
また、たまたま生体腎移植を見学できたのですが、私がイ
メージしていたよりも意外とあっさり進められていた様子が逆に印象的でした。
２ 消化器内科
こちらの科では上部・下部消化管の内視鏡検査や、ESD･EMR といった内視鏡手術、ERCP などを毎日見
学させていただきました。ここでも外科と同様に毎日かなりの数の検査を行っており、午前中だけで３０＆＃
１２３１６；４０件の上部消化管内視鏡検査を行わなければいけない日もあるため、非常にスピーディーに検査が
進められていました。週に一回行われるカンファレンスでは学生がテーマを設定してプレゼンを行うのです
が、そこでは「日本からきている学生にも理解できるように」という教授の鶴の一声で学生たちが英語で準
備する羽目になり、手間をかけさせてしまいました。
様々な手技を見学させていただいて、私は日本と韓国の先生方の技術にさほど差を感じませんでしたが、
韓国の消化器内科の先生方はもっぱら「やはり内視鏡手技の技術は日本の方が上だよ」とおっしゃっていま
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３ 麻酔科
毎日の流れとして、午前中は手術の見学、午後は先生のレクチャーという風に進められました。麻酔の見
学というよりは外科、脳外、整形、耳鼻科、婦人科等様々な種類の手術を自由に見学するようなスタイルで
したので、幅広く手術を見学できた点が良かったと思います。運がよければ挿管することもできたようです
が、私はたまたまタイミングが悪くできなかったのが心残りです。
３．韓国の医学生との交流
向こうの学生達はいい意味でおせっかいな人が多く、私達のことを気遣ってこちらの体力がすり減るぐら
い頻繁に飲み会を開いてくれました。飲み会を通じて韓国のお酒の席でのマナーや食文化に触れたり、韓国
の医療事情についても沢山話を聞くことができました。私にとって糧になったのは、何人もの医学生と医師
としての将来の展望について語り合えたことです。「何科に進むのか」「なぜその進路を選んだのか」など、
たったそれだけのことかもしれませんが、異国の学生とそのような話をできたことが私にとっては非常にモ
チベーションが高まる機会になりましたし、貴重な経験になったと考えています。
４．感想
初めのうちはどんなことが学べるのか、そもそも言語は大丈夫
だろうか、そして海外に行く意味はあるのだろうかと心配な部分
が多々ありましたが、いざ行ってみると最初の不安は全く無駄な
ものであったとすぐに気づくことが出来ました。手術見学や内視
鏡見学の際には、先生方は英語で様々なことを教えて下さいまし
たし、時折飛んでくる質問に答えられるように医学的な内容を英
語で勉強するきっかけになりました。とある消化器内科の教授に
言われた「我々は英語を母国語としない者同士だから、世界で勝
負するために英語をしっかり勉強しなければダメだよ」という一
言が私の心に今でも残っています。
海外実習は特別な技術が身に付けられたり、スキルアップが望
めるものではないかもしれませんが、行く人の感じ方一つで様々
な体験がとても有益なものになる可能性を秘めているのではない
でしょうか。今回多くの方々のご支援のお陰で海外選択実習を実
現することができました。特に廣川先生には多大なご協力を賜り
まして、この場を借りて感謝の意を述べたいと思います
ありがとうございました。
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